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日本の火山（第 3版）の刊行
Volcanoes of Japan (Third edition) published in 2013
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産業技術総合研究所地質調査総合センターから，200万分の 1縮尺の地質編集図「日本の火山（第 3版）」が刊行され
た（中野ほか，2013）．これは，日本列島の第四紀火山を一覧できる最新の火山分布図であり，概要及び火山リストが小
冊子として付属している．1968年に初版（一色ほか，1968）が，1981年に第 2版（小野ほか，1981）が発行されており，
第 3版は 32年ぶりの大幅改訂版である．第 2版出版以後，放射年代測定技術や化学分析技術が飛躍的に進歩し，膨大な
年代測定値や化学組成などが蓄積してきた．また，2009年の国際地質科学連合（IUGS）による時代区分の定義変更（第
四紀の下限が約 180万年前から約 260万年前に変更）に対応したことにより，第 2版よりも大幅に火山数が増えており，
火山数で言えば第 2版が約 300，第 3版が約 460である．
　第 3版の分布図は 20万分の 1日本シームレス地質図を基に編集した．基本的に 1火山・火山群を 1区分で表現する

ため，シームレス地質図の地質界線の統廃合を行った．また，2012年時点で公開されているシームレス地質図は旧来の
時代区分に基づくため，西来ほか（2012）に基づき，鮮新世から新たに第四紀に変更されたジェラシアン期の火山抽出
作業も行った．
　火山群については，時間的，空間的にある程度まとまった活動範囲とみなせる火山の集合体を 1火山群とした．1火

山あるいは火山群の定義は，これまで初版，第 2版のほか，既存研究で使われてきた名称・定義を踏襲したもの，新た
に区分し直したもの，また，再定義により改称したものがある．特に中部九州では，これまで未整理であったいわゆる
豊肥火山岩類については，時代・岩質・分布等に基づき大幅に修正・再定義している．
　大規模火砕流を噴出したカルデラ火山については，先カルデラ火山，カルデラ火山，複数の後カルデラ火山に区分し

た場合がある．活動期に時間間隙がない場合，あるいは詳細が不明で研究例が少ない場合など，これらをまとめて 1火
山として扱った．
　海域については，海底噴火地点に加え，変色水や海底熱水活動などの火山現象が確認された地点に限って表示した．

噴火記録がない火山は年代測定により第四紀と判明しているものでも省略した．
　陸域の火山については，時代再定義により大幅に追加されたが，そのほか第 2版と比べ，年代測定などにより新規

に第四紀と判明したことにより組み入れられたものがある．これは主に西来ほか（2012）に基づく．また，旧来の定義
による第四紀火山は，第 2版のほか，火山学会 1999年発行の火山カタログやWeb公開が開始されている「日本の第四
紀火山」などに基づく．活動年代については多数の未公表データも参照した．
　第 3版のもととなったデータについては，地質調査総合センターが編集するWeb公開データベース「日本の火山」

として 2013年以降，逐次公開予定である (https://gbank.gsj.jp/volcano/)．これには 2012年時点で公開されている「日本
の第四紀火山」及び「活火山データベース」が統合，再構築される．
　第四紀の下限がさかのぼることにより，より開析された火山が多くなるだけでなく，特に第四紀前半の変動地帯で

は火山岩が堆積岩中に挟在し，変形している場合も見られるようになる．これらのうち元の火山体の復元が困難な場合
は，火山として認定しなかった．また，特に九州地域には給源不明の火砕流堆積物が多数分布するが，これらについて
は分布図に図示したが火山として認定していない．孤立した分布を示す溶岩岩体の場合は，給源が特定できなくても火
山活動中心がそれほど遠方であると考えられず，ほぼ現在の分布域付近に給源があると想定し，1火山として扱った．
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